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論文内容の要旨  
 
I. はじめに  



















Ⅱ .研究の目的  
本研究の目的は、キャリア充実期にある助産師の就業継続における意思のプロ
セスを明らかにし、記述することである。  
Ⅲ .研究方法  
本研究の研究デザインは質的帰納的研究である。方法論として、シンボリック
相互作用論を理論基盤にもつ修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ





者とし、データの理論的飽和に 15 名で至ったと判断した。調査期間は平成 28 年
6 月～ 29 年 5 月であった。       
2．データ分析方法および倫理的配慮  







承認された（承認番号： 3629-R）。  
Ⅳ .結果              
研究協力者の属性は 40 歳代が 11 名、経験年数は平均 20.1 年、所属施設は総
合病院 10 名、大学病院 2 名、診療所 3 名、既婚者 12 名であった。  
キャリア充実期にある助産師の就業継続における意思のプロセスは、24 の概念
から 6 つのカテゴリーにより明らかとなった。以下のストーリーラインにおいて

















































































た。研究者は、M-GTA 手法の精度を高めるために、木下康二先生の M-GTA 研
究会に積極的に参加して学習を重ね、結果図の示し方も独創的な発想が見られた
研究である。  


























以上より、本論文は、学位規則第 4 条 1 項に定める博士（看護学）の学位を授
与するに値するものであり、申請者は看護学における研究活動を自立して行うに
必要な高度な研究能力を有すると認められ、論文審査および最終試験に合格と判
定する。  
